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      となった。これは、同期間における国の科学技術関係経費とほぼ同じ伸びである。また、地域の科学技術関係経費の国のそれに
対する割合は、
      過去３回の調査結果と同様、約３割と横ばいで推移している。
（２）地方公共団体別にみて、支出額が最も大きかったのは岩手県の約602億円で、次いで東京都の約519億円、北海道の約505億円、
大阪市の約501億円




      50％を割り込んだ。一方、理科系高等教育機関に係る経費が２年前の1.6倍へと大きく増加した。また、企業等の支援や教
育・普及ＰＲに係る経費も
      大幅に増加した。
        公設試験研究機関及び理科系高等教育機関に係る経費の推移をみると、一貫して後者の割合が増加してきており、支出額で
みる限り、既に、理科系














































































































































・ Dr. Cayetano Paderanga:フィリピン中央銀行（前社会経済計画庁・国家経済開発庁事務次官）による「フィリピンの
経済概観」（概ね事前の学習 通り）,
・ Mr. Guillermo M Luz: Executive Director, Makati Business Club (MBC) による、MBCの活動内容についての説




・ Dr. Maragtas S.V. Amante:フィリピン大学から「フィリピンにおける日本的経営」について（改善、5S、改良、品質管
理、ゼロ災害その他の現地 企業での応用）
・ Ms. Cora Bunag:（元東芝人事部）から、現地企業での教育のカリキュラム。
・ Mr. Quoge:現地富士通では、100％が現地で意志決定されている。（現地人材の育成その他に大きく影響。）
(3) 投資委員会や労働界から
・ Dr. Thomas Aquino: Supervising Director, 投資委員会（前通産局長）及び
・ Mr. Ignacio Santos-Diaz, Jr.:大統領調整委員会その他から、電力、運輸、ＩＴ、水の供給に関するケ −ススタデ−、
労働界からは、NievesConfesor教授(前労働省の事務次官)、NGO等、Juan Migueｌ Luz Aim教授から、ビジネスNGO































・SHEFC: Scottish Higher Education Funding Council（スコットランド高等教育資金配分会議）
・University of Edinburgh（エディンバラ大学）
・PRISM: Unit for Policy Research in Science and Medicine, The Wellcome Trust（ウェルカム信託科学・医学政策研
究ユニット）
・OST: Office of Science and Technology, DTI: Department of Trade and Industry（貿易産業省科学技術
庁）−Foresight Directorate（フォー サイト事務局）およびSecretariat of the Council for Science and Technology（科
学技術会議事務局）
・CBI: Confederation of British Industry（英国産業連合）
・SBS: Save British Science Society（英国の科学を救え協会）
・NERC: Natural Environment Research Council（自然科学研究会議）
・CVCP: Committee of Vice-Chancellors and Principals of the Universities of the United Kingdom（連合王国大学
副総長学長委員会）










































































































































Dr. Van den Besselaar（アムステルダム大学社会情報学部）
Dr. Loet Leydesdorff （同 大学 科学技術動態学科）
・3/8 「欧州と米国における科学アドバイザリ・システムの民主化」
Dr.Josephine Anne Stein（マンチェスター大学・工学科学技術政策研究所首席研究員／名誉上級研究員）
・3/31 Small Business Innovation Research: A U.S. Federal Program to Support
Innovation - Based, High - risk Research Leading to Commercialization
Dr. Sara B. Nerlove (SBIR Program Manager, NSF)
State Government Support of Innovation at Small Enterprises
Dr. George J. O'Neill (Independent Consultant to SBIR Program)
○ 海外出張
・3/8-19 前田客員総括（米国）
・3/10-22 榊原１研総括主任（米国）
・3/11-18 佐藤所長（バチカン）
・3/12-28 平澤２研総括主任（エジプト、カナダ）
・3/21-27 竹内２研主任（カナダ）
・3/21-31 瀬谷４調上席（米国）
・3/31-4/11 田中１研主任（米国）
目次へ
千鳥が淵の桜が満開となり、相変わらずの人気で人波を泳ぐの感がありました。
年度末で、本ニュースの編集担当者２名が異動しました。新しい担当者として、前担当者方がこれまでに敷かれた軌跡を踏みながら
も、新しい感覚が盛り込めたらと願っています。
どうぞ、本ニュースにも新担当者にもこれまで同様ご支援ご指導をお願い申し上げます。（Ｋ２）
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